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■お問い合わせ／有限会社ピコデバイス　代表取締役　津田孝雄

　e-mail：tsuda@pico-device.co.jp　電話番号：052-735-7327　FAX：052-526-8616

■特許の有無：特願2008-249081、実願2014-004466、実願2011-003773、実願2013-002453

日常における体の疲れの測定、ジムなどに
おける体脂肪の燃焼判定、高齢者の栄養失調の判定。

特長
■ 皮膚ガスと疾病・健康を検討し、製品としてアセ
トン・エタノール検知器を本プロジェクトの前か
ら研究開発し、本プロジェクト参加させていただ
いた期間(実質2年間)に推進させていただいた。
その後独自に開発製品を完成させてきた。

■ 皮膚ガスは体の健康状態を反映します。例えば、ア
セトンは糖尿病、飢餓状態、栄養失調、ダイエット
など、アンモニアは慢性肝炎や疲労、また皮膚ガス
成分の特定化合物の相対比からパーキンソン病の
重度の判定が出来る。

■ 皮膚ガスは極めて非侵襲で、身体からの採集が容
易で、24時間の採取が可能。皮膚ガスを用いたモ
ニターは現在開発が急がれているウェアラブル装
置に向いており、指からの皮膚ガスを用いて、皮膚
ガス捕集20秒間で、測定結果が3分以内に可能な
装置を完成している。これは体の健康モニターと
して使用可能。

仕様
外　寸／W：290×H：95×D：300mm
重　量／3kg
その他／電源100Ｖ

皮膚ガスを用いた健康モニター、運動の計測モニターの実現、ウェアラブル装置のへの応用
参照：皮膚ガス、糖尿病、栄養失調、ダイエット　http//www.pico-device.co.jp/

皮膚ガスアセトン分析装置
～皮膚ガスによる体の健康状態を検知～ 
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アセトン・エタノール検知器

皮膚ガスの動物への応用　糖尿病ラットの皮膚ガス　アセ
トンのコントロールとの比較。

ヒト皮膚ガスのツリー


